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・栃
木
県
出
流
原
遺
跡
出
土
の
土
師
式
土
器

ヒ
ヒ
い

育

ハ

野

正

也

一
、

は

じ

め

に

昭
和
三
十
九
年
五
月
、
佐
野
市
教
育
委
員
会
よ
り
明
治
大
学
考
古
学
研
究
室

へ
、
同
市
立
出
流
原
小
学
校
校
庭

に
プ
ー
ル
を
建
設
し
た

い
の
で
事
前
に
そ
の
地
点
を
調
査
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ

っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
以
前
に
弥
生
時
代
中
期
に
属
す
る
壺
形
土
器
(註
-
)が
ほ
ぼ
完
全
な
す
が
た
で
発
見
さ
れ
て
い
た
の
で
当
研
究
室
で
は
そ
れ

45

に
注
目
し
、
た
だ
ち
に
佐
野
市
教
育
委
員
会
の
要
請
に
応
じ
た
。

こ
の
調
査
は
、
緊
急
調
査
と
予
備
調
査

と
を
か
ね
て
約

一
週
間
行
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
お
び
た
だ
し
い
量

に
の
ぼ
る
弥
生
式
土
器
や

縄
文
式
土
器
の
破
片
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
完
全
な
土
師
式
土
器
五
個
が

一
括
発
見
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
で
と
く
に
注
目
し
た
こ
と
は
、
弥
生
時
代
中
期
に
比
定
で
き
る
ピ
ッ
ト
状

の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
、
千
葉
県
佐
倉
市
に
位
置
す
る
天
神
前
遺
跡
(註
2
)を
調
査
し
て
、
こ
の
時
期

の
墓
趾
群
の
性
格
を
あ
き
ら
か
に
で
き
た

際

で
あ

っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
か
ら
出
流
原
遺
跡
は
貴
重
な
存
在

と
な

っ
た
。

そ
こ
で
当
研
究
室
で
は
、
佐
野
市
教
育
委
員
会
と
共
同
で
昭
和
三
十
九
年
十
月
三
十

一
日
か
ら
十

一
月
二
十

一
日
ま
で
の
二
十
日
間
を

第

一
次
調
査
(註
3
)と
し
、
昭
和
四
十
年
六
月

一
日
か
ら
同
十
九
日
ま
で
の
十
日
間
を
第
二
次
調
査
(註
4
)
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

そ
の
成
果
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
本
考
古
学
協
会
第
三
十

一
回
春

・
秋

の
総
会
研
究
発
表
に
お
い
て
報
告
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

出
流
原
遺
跡
は
、
そ
の
よ
う
に
弥
生
時
代
中
期

の
墓
趾
群
と
し
て
学
界
に
注
目
さ
れ
た
。

し
か
し
、
出
流
原
遺
跡
が
弥
生
時
代
中
期
の
墓
趾
群
と
し
て
有
名

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
他
の
時
期
の
遺
物
が
陰
に
消
え
る
可
能
性
が



あ

っ
た

の

で
、

こ

こ

で

は

、

と

く

に
興

味

深

い
出

土
状

薩

難
……鍵

鱒

潤

轟

興

一

、

『

で
、
水
の
鮮
明
度
は
非
常
に
高
く
、
水
量
も
豊
富
で
あ

響

る
。

図[

こ

こ
弁

天
池

か
ら

流

れ

出

る

水

は
、
出

抗

原

遺

跡

の

第

西
側

を
急

い
よ

く
流

れ

て
お

り

、

ま

た
そ

の
川

と
接

し

て

、
西

側

一
帯

に
広

大

な

水

田

が
開

け

て

い

る
。

一

.

方

、

遺

跡

の
あ

る
台

地

で

は
、

起

伏

も
少

な

く

、
き

わ

「

疑

だ
ら
か
で
、
そ
の
ほ
、
ん
ど
が
畑
地
、
な

.
て
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三
、
調
査
区
域
と
土
器
群

縞
灘
鱗
　　～

の

な

し

て

い
る

よ
う

に
解

釈

が

で

き

る

の

で
、

そ

群

れ

ら

の
も

の

を
、

そ
れ

ぞ

れ

A
群

・
B

群

・
C

器

群

・
D
群

・
E
群

・
F
群

と
す

る

こ

と

に

し
、

土

ま

た
前

回

の
予

備

調

査

で

発

見

し

た

五

個

の
上

図

器

群

を

G
群

と
す

る

こ

と

に

し

た
。

G
群

の
発

窪

見

し

た
位

置

は
、

E

.
F

群

よ
り

東

に
約

五

m

の

と

こ
ろ

に
あ

る

。

そ

の
各

土

器

群

の
位

置

は
、

本

遺

跡

の
中

心

で
約

二
十

八
平

方

m
の
範

囲

内

で
発

見

さ

れ

て

い

る
。

そ

れ

も

、

各

土

器

の
保

存

状

況

は
極

め

て

良

好

で
あ

っ
た
。

し

か

し
、

こ
れ

ら

の
土

器

が
発

見

さ

れ

て

い

4

一
十

・

る
地
域
の
北
側
・
す
な

わ
ち
B
群
と
C
群
の
付

56



第三図 出流原遺跡A群 土器出土状況

〆

第四図 出流原遺跡B群 土器出土扶況
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近
は
、
表
土
か
ら

ロ
ー
ム
ま
で
の
層
の
厚
さ
が
非
常
に
薄
く
、
さ
ら
に
畑
地
と
い
う
条
件
か
ら
、
当
然
撹
乱
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

た
が
、
量
的
に
少
な
い
割
合
に
、
幸
い
に
も
完
形
の
高
圷
形
土
器
二
個
と
甕
形
土
器

一
個
、
そ
れ
に
土
師
式
土
器
片
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

そ
れ
で
は
、
各
群
の
土
師
式
土
器
に
つ
い
て
、
と
く
に
整
形
手
法
を
中
心
に
説
明
し
て
み
た
い
・と
思
う
。

四
、

土

器

A
群

甕
形
土
器

(
五
図

1
)

器
高
二
十
三

・
七

㎝
、

ロ
縁
部
径
十
七

・
五
㎝
、

最
大
径
二
十
三

・
二
㎝
、

底
部
径
七

㎝
。
口
縁
部
は
外
反

し
、
口
縁
端
に
浅

い
沈
線
を
め
ぐ
ら
す
。
胴
部
は
球
形
に
膨
み
、
最
大
径
を
胴
部

の
中
央

に
有
す
る
。
器
面
の
整
形
は
主
に
箆
に
よ
る
も

の
で
、

僅
か
胴
上
半
蔀
に
お
い
て
刷
毛
に
よ
る

手
法
が
み
ら
れ
る
。

な
お
、

内
面
で
は
輪
積
の
痕
跡
が
明
瞭
で
あ
り
、
そ
の
整
形
と
し

　

て
箆
の
荒
削
り
が
目
だ
つ
。
胎
土
に
は
小
石
が
若
干
含
ま
れ
、
ま
た
焼
成
は
緊
緻

と
は
い
え
な
い
っ
色
調
は
暗
褐

色
を
呈
し
、
器
全
面
に

5

煤
が
付
着
し
て
い
る
。

姿
形
土
器

(
五
図
2
)
器
高
二
十

一
・
五
㎝
、
口
縁
部
径
十
六

・
五
㎝
、
最
大
径
十
九

㎝
、
底
部
径
五

・
五
㎝
。

口
縁
部
が
大
き
く
外

反
し
、
最
大
径
を
胴
部
中
央
よ
り
下
部
に
有
す
る
。
器
面
の
整
形
は
、
口
縁
部
の
内
外
面
に
お
い
て
横
に
な
で
た
痕
跡
が
み
ら
れ
、
胴
上

半
蔀
の
外
面
で
は
刷
毛
、
下
半
分
で
は
箆
に
よ
る
手
法
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
胴
中
央
部
で
は
器
面

が
剥
離
さ
れ
、

と
こ
ろ

ど
こ
ろ
が
明
瞭
で
は
な
い
。

一
方
内
面
に
お
い
て
は
箆
に
よ
る
荒
削
り
が
顕
著
で
あ
る
。
胎
土
に
は
小
石
を
多
量

に
含
み
、
焼
成
は
不
良

で
あ
る
。
色
調
は
暗
褐
色
を
呈
し
、
胴
下
半
部
に
煤
が
付
着
し
て
い
る
。

高
圷
形
土
器

(五
図
3
)
器
高
十
三

・
五

㎝
、
口
縁
部
径
十
五

・
三

㎝
、
脚
裾
部
径
十
三

㎝
。

一
端
、
圷
部
と
脚
部
の
接
合
部
で
く
び

れ
、
目
縁
お
よ
び
脚
裾

に
至

っ
て
大
き
く
開
き
、
接
合
部

に
お
い
て
明
瞭
な
稜
を
も

つ
。
脚
部
は
中
頃
に
い
た
っ
て
い
く
ぶ
ん
膨
み
を
も

っ
て
い
る
。
器
面

の
整
形
は
全
て
箆
に
よ
る
手
法
で
、
縦
に
走
る
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
脚
部
内
面

に
お
い
て
は
輪
積

の
痕
跡
が
箆

に
よ
っ

て
荒
削
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
色
調
は
褐
色
を
呈
し
、
圷
部
内
面

の

一
部

と
脚
部

の

一
部

に
は
黒
い
斑
点
を
み

る
。



高
圷
形
土
器

(
五
図
4
)
現
高
十
二
㎝
、
脚
裾
部
径
十
二
㎝
。
圷
部

の
目
縁
を
欠
損

し
て
い
る
。
圷

と
脚

の
接
合
部
は
極
め
て
厚

い
,

器
面
は
全
て
箆
に
よ
っ
て
整
形
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
に
は
小
石
が
含
ま
れ
、
ま
た
焼
成
も
不
良
な
の
で
器
体
は
以
外

に
脆

い
。
脚
部
内
面

は
輪
積
痕
が
箆
に
よ

っ
て
荒
く
削
ら
れ
て
い
る
。
色
調
は
暗
褐
色
を
呈
す
る
。

高
評
形
土
器

(
五
図
5
)
現
高
十
七

㎝
、
ロ
縁
部
径
十
九

・
五
㎝
。
圷
部

の
中
頃
と
脚
福
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
圷
部

と
脚
部

の
接
合

部

に
稜
を
有
す
る
。
器
面
の
整
形
は
杯
部
が
箆
、
脚
部
が
刷
毛
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
整
形
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
に
は
若
干
小
石
を
含
む
が

焼
成
が
良
好
な
た
め
器
肉
が
堅
緻
で
あ
る
。
し
か
し
風
化
に
よ
る
器
面
の
剥
離
が
は
な
は
な
だ
し
い
。
色
調
は
暗
褐
色
を
呈
す
る
。

高
評
形
土
器

(
五
図
6
)
現
高
十
四

・
五
㎝
、
□
縁
部

と
脚
福
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
圷
部

と
脚
部

の
接
合
部

に
明
瞭
な
稜
を
有
し
て

い
る
。
脚
部
は
ほ
と
ん
ど
膨
み
を
も
た
ず
裾
部
に
至

っ
て
曲
折
す
る
。
器
面
の
整
形
は
全
て
箆
に
よ
る
手
法
で
縦

に
走
る
痕
跡
を
残
す
。

た
だ
脚
部
内
面
に
お
い
て
は
横
走
の
整
形
痕
が
み
ら
れ
る
。
色
調
は
茶
褐
色
を
呈
す
る
。

B

群

・

9戸
0

高
圷
形
土
器

(
五
図
7
)
器
高
十
六

・
五
㎝
、

口
縁
部
径
十
八

・
五
㎝
、

脚
裾
部
十

・
五
四
㎝
。

圷
部

と
脚
部

の
接
合
部
に
稜
を
有

し
、
脚
部
は
福
部
に
至

っ
て
膨
み
を
大
き
く
す
る
。
路
面

の
整
形
は
、

口
縁
部

の
内
外
面

と
脚
福
部

の
内
外
面
に
横
な
で
痕
が
顕
著
で
、

そ

の
他

の
部
分
は
全
て
箆
に
よ
る
整
形
手
法
で
な
さ
れ
て
い
る
。
圷
内
部
の
底
面
に
は
、

一
定

の
間
隔
を
も

っ
て
箆
で
押
捺

し
、
さ
ら
に

そ
の
上
面

へ
、
下
か
ら
上
に
放
射
状

の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
脚
部
内
面
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
指
に
よ
る
整
形

で
あ
ろ
う
、
縦

に

走

る
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
中
央
下

に
は
輪
積

の
痕
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
福
部
で
は
圷
内
部
で
み
ら
れ
た
放
射
状

の
痕
跡

と
同

じ
も
の
が
明
瞭
で
あ
る
。
胎
土
に
は
小
石
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
、
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
す
。

高
圷
形
土
器

(
五
図
8
)
器
高
十
四

・
六
㎝
、
ロ
縁
部
径
十
九
㎝
、
脚
裾
部
十
二

・
五
㎝
。
圷
部
と
脚
部

の
接
合
部
に
稜
を
有
す
る
。

ロ
縁
部

と
脚
裾
部

の
内
外
面
に
は
横
な
で
の
痕
が
み
ら
れ
る
。
脚
部
は
さ
ほ
ど
の
膨
み
を
も
た
ず
裾
部
に
至

っ
て
曲
折
す
る
。
器
面
の
整

形

は
圷
部
に
お
い
て
刷
毛
、
脚
部

に
お
い
て
は
箆
に
よ
る
手
法
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
杯
内
部
に
は

(
五
図
7
)

と
同
じ
よ
う
に
放
射
状

の
裾
跡
が
み
ら
れ
る
。
胎
土
、
焼
成

と
も
に
良
好
で
器
肉
は
極
め
て
薄

い
。
し
か
し
杯
内
部
の
底
面
は
風
化
に
よ
る
剥
離
が
は
な
は
な
だ

し

い
。
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
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C
群

甕
形
土
器

(
五
図
9
)
器
高
二
十
七

・
五
㎝
、
口
縁
部
径
十
五

・
五
㎝
、
最
大
径
二
十

一
・
五
㎝
、
底
部
六

㎝
。
口
縁
部
が
大
き
く
外

反
し
、
最
大
径
が
胴
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。
器
面
の
整
形
は
ほ
と
ん
ど
が
刷
毛
に
よ
る
手
法
を
用

い
て
い
る
が
内
面
に
お
い
て
は
箆
に

よ
る
荒
削
り
が
顕
著
で
あ
る
。
胎
土
に
は
小
石
が
若
干
含
ま
れ
て
い
て
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
し
、
胴
下
半

の

一

部

に
黒
い
斑
点
を
み
る
。

D
群

小
型
壷
形
土
器

(
五
図
10
>
現
高
七

㎝
、
最
大
径
九

・
三
㎝
、
底
部
径
二

・
五
㎝
。

口
縁
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
胴
部
等

の
張
り
工

合
か
ら
単
調
に
延
び
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
大
径
は
胴
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
す
る
。
器
面
の
整
形
は
、
内
外
面

と
も
に
箆
に
よ
る
手
法

が
用

い
ら
れ
、
と
く
に
口
縁
部

と
胴
部
の
接
合
面
に
お
い
て
密
な
の
が
目
だ

つ
。
焼
成
、
胎
土
は
極
め
て
良
好
で
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
す

る
。
な
お
内
面
は
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。

ユ

姿
形
土
器

(五
図

11
)
器
高

二
十

一
・
五
㎝
、
口
縁
部
径
十
五

・
五
㎝
、
最
大
径
二
十

㎝
、
底
部
六

㎝
。
口
縁
部
が
大
き
く
外
反
し
て

6

い
る
。
最
大
径
は
胴
中
央
部
よ
り
や
や
下
に
あ
る
。
器
面
の
整
形
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
刷
毛
に
よ
る
も
の
だ
が
、
目
縁
と
胴
の
接
合
部

で
は
箆
に
よ
る
整
形
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
口
縁
の
内
外
面
は
横
な
で
の
痕
が
顕
著
で
、
外
面
の
口
縁
端
に
は
浅
い
沈
線
が
め
ぐ
ら
さ

れ
て
い
る
。
胎
土

・
焼
成

と
も
に
良
好
で
、
色
調
は
黒
褐
色
を
呈
し
、
胴
下
半
部

に
は
煤
が
付
着
し
て
い
る
。

高
杯
形
土
器

(
五
図
12
)
器
高
十
六
㎝
、
口
縁
部
径
十
八
㎝
、
脚
裾
部
径
十
四

・
五
㎝
。
圷
部
と
脚
部
の
接
合
部
に
は
す
る
ど
い
稜
を

有
す
る
。
脚
部
は
除

々
に
膨
み
を
も

つ
も
の
で
裾
部

に
至

っ
て
大
き
く
曲
折
す
る
。
器
面

の
整
形
は
、
口
縁
部

と
脚
福
部

の
内
外
面
に
お

い
て
み
ら
れ
る
横
な
で
の
痕
、
ま
た
そ
れ
を
除
く
外
面
の
ほ
と
ん
ど
は
箆
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
杯
内
部

に
は
箆
に
よ
る
放

射
状

の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
圷
部

の
つ
け
根
は
非
常

に
厚
く
、
そ
し
て
脚
部
内
面
に
膀
と
思
わ
れ
る
突
起
が
は

っ
き
り
み
ら
れ
る
。
焼
成

.
胎
土
は
と
も

に
良
好
で
、
色
調
は
圷
部
が
褐
色
、
脚
部
が
黄
褐
色
を
呈
し
、
脚
裾
部
の

一
部
に
黒

い
斑
点
が
あ
る
。

E
群
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14

壷

形

土

器

(
五
図

13
)

器

高

九

・
五

㎝
、

口

縁

部

径

十

一

・
三

㎝
、

最

大

径

十

一

・
三

㎝
、

・

底

部

径

四

・
五

㎝
。

口
縁

部

が

外

反

し
、

胴

部

酬

は

ほ

ぼ
球

形

を
呈

す

る
。

そ

し

て

口
縁

部

径

と

m

胴

中

央

部

の
径

が
等

し
く

、

こ

の
土

器

の
最

大

・

21

m

'

ら

一

1

。
泌

到

、
'.
'
.・

・

机縦

∵

一訳

・

18

0

一

中

央

部

に
も

つ
・

器

面

の
整

形

は
・

。
縁

部

の

径
に
な
る
。
器
面
の
整
形
は
、
口
縁
部
な
ら
び

跡

に
胴
上
半
部
に
お
い
て
は
縦
に
走
る
、
ま
た
胴

遺

下
半
部
で
横
に
走
る
そ
れ
ぞ
れ
箆
に
よ
る
整
形

原流

が
な
さ
れ
て
い
る
。

胎
土
に
若
干
小
石
が
含
ま

出

れ
て
い
る
が
・
焼
成

が
良
好
な
た
め
器
肉
は
極

掴

め
て
堅
緻
で
あ
る
.

色
調
は
黄
褐
色
を
呈
し
、

2

第

ロ
縁
部

と
胴
部

の
接

合
部
に
お
い
て
黒
い
斑
黒

6

図測

を
み
る
。

実器

姿
形
土
器

(
六
図

14
)
器

高

二

十

四

・
二

廿

㎝
、
・
縁
部
径
+
七

・
五
㎝
、
最
大
径
二
士

出

・
八

㎝
、

底

部

径

六

・
五

㎝
。

最

大

径

を

胴

の

内
外
面
に
お
い
て
横
な
で
の
痕
が
顕
著
で
、
ま

.崎

・∵
∴

..下

,」

.

た

口
縁

と
胴

の
奨

口
部

の

と

.」
う

に

は
箆

を

押

ヒ

ギ

の

　

鍮

黒
い
ジ

・

9
∵

、
.

.

捺

し

て

い

る

。

さ

ら

に

胴

上

半

部

で

は

刷

毛

、

」

.

日
月

を

を

し

駄

衡

寛

ぐ

&
、
.

同

下

半

部

で

ま
箆

こ
よ

る
整

形

が

な
さ

れ

て

・

る
。
口
縁
端
に
は
、

や
や
幅
の
広

い
沈
線
が
み



ら

れ

る

が

、

こ
れ

は
全

部

め
ぐ

ら

さ

れ

て

は

い
な

い
。

胎

土

・
焼

成

は

と
も

に
普

通

で
色

調

は
褐

色

を
呈

し
、

器

面

全

体

に
煤

が
付

着

し

て

い

る
。
・

高

圷

形

土
器

(
六
図

15
)

器

高

十

五

㎝
、

口
縁

部

径

十

八

・
五

㎝
、

脚

福

部

径

十

四

・
五

㎝
。

杯

部

と
脚

部

の
接

合

部

に
明

瞭

な
稜

を

有

し

て

い

る
。

脚

部

は
福

部

に
近

く

な

る

に

し

た

が

っ
て
除

々

に
膨

み
を

も

つ
。

器

面

の
整

形

は
、

圷

部

を

の
ぞ

い
て

ほ

と

ん
ど

が
箆

に

よ

る
も

の

で
、

杯

部

に
あ

っ
て

は
内

外

面

と
も

に
横

な

で

の
痕

が

著

し

い
。

脚

部

の
内

面

は
、

そ

の
上

半

部

を

箆

に

よ

っ
て
大

き

く

削

り

と

っ
て
あ

り

、

ま

た
下

半

部

で

は
横

に
走

る
箆

削

り

が
行

な

わ

れ

て

い

る
。

胎

土

・
焼

成

は
普

通

で
、

色

調

は
黄

褐

色

を
呈

す

る
。

杯

内

・
外

面

の

一
部

と
脚
部

の

一
部

に
黒

い
斑
点

が

み
ら

れ

る

。

塊

形

土
器

(
六
図

16

)
器

高

五

・
二

㎝
、

口
縁

部

径

十

一
・
三

㎝
、

最

大

径

十

二

・
三

㎝
、
底

部

径

四

㎝
。

最

大

径

が

胴

部

上

半

に
あ

る

。

口
縁

部

は

短

い
な

が

ら

も

外

に
曲

折

す

る
。

器

面

の
整

形

は
、

口
縁

部

の
内

外

面

に

お

い

て

は
横

な

で

を

し

て

お

り
、

口
縁

部

と
胴

部

の
く

び

れ

部

に

は
、

内

外

面

に
稜

を
有

す

る
。

器

面

の
整

形

は
、

全

て
箆

に

よ

る
も

の

で
あ

る
。

底

部

直

上

に

は
底

部

を
別

に

つ
く

っ

て

胴

部

に
は

り

あ

わ

せ
た

痕

跡

が

明

瞭

で
あ

る
。

焼

成

・
胎

土

は

と
も

に
良

好

で
、

色

調

は
暗

褐

色

を
呈

す

る
。

63

F

群

甕

形

土

器

(
六

図

17
)

器

高

二
十

三

・
五

㎝
、

口
縁

部

径

十

六

・
四

㎝
、

最

大

径

二
十

一
㎝
、

底

部

径

六

・
五

㎝
。

最

大

径

が
胴

中

央

部

よ
り

、

や

や

上

方

に
あ

る
。

口
縁

部

は
外

反

す

る
が

、

端

に
至

っ
て
さ

ら

に
曲

折

ぎ

み
を

呈

す

る
。

器

面

の
整

形

は
、

口
縁

部

の
内

外

面

に
お

い
て

横

な

で
痕

が

み

ら

れ

、

胴

部

一
体

は
左

上

か
ら

右

下

の
斜

走

箆

整

形

が

な

さ

れ

て

い

る
。

底

付

近

の
胴

部

で

は
風

化

に

よ

る
剥

離

が

は
な

は
だ

し
く

整

形

痕

は
明

瞭

で
な

い
。

色

調

は
暗

褐

色

を

呈

す

る

。

姿

形

土

器

(
六

図

18
)

器

高

二
十

二

・
七

㎝
、

口
縁

部

径

十

七

・
三

㎝
、

最

大

径

二
十

・
五

㎝
、

底

部

径

六

・
九

㎝
。

最

大

径

が

胴

中

ロ

央

部

に
位

す

る
。

口
縁

部

は
他

の
姿

形

土

器

に
比

し

て
、

い
く

ぶ

ん
外

反

の
度

合

が

小

さ

い
。

器

面

の
整

形

は

、

口
縁

部

の
、内

外

面

に

お

い

て

は
横

な

で

の
痕

が

み
ら

れ

る
。

胴

部

で
も

底

部

に
近

い

と

こ
ろ

で
は

、

は

り

つ
け

に
よ

る

痕

跡

が

明

瞭

で
、

と
く

に

こ

の
部

分

を

箆

に

よ

っ
て
整

形

さ

れ

て

い

る

の
が

目

だ

つ
。

内

面

は

全

て
箆

に
よ

っ
て

荒

い
削

り

が

な

さ

れ

て

い
る
。

胎

土

・
焼

成

は

と
も

に
良

好

で
、

色

調

は
黄

褐

色

を
呈

す

る
。

胴

上

半

蔀

に

は
、

煤

が

付

着

し
て

い
る
。

口
縁

端
部

に

細

い
沈

線

を

一
本

め
ぐ

ら

し

て

い
る
。



G
群

高
杯
形
土
器

(
六
図
19
)
器
高
八

・
五
㎝
、
口
縁
部
径
十
四
㎝
、
脚
裾
部
径
九
㎝
。
圷
部

の
ほ
ぼ
中
央

に
明
確

な
稜
を
有
し
、
口
縁
部

に
至

っ
て
僅
か
な
が
ら
外
反
す
る
。
脚
部
は
短

い
が
大
き
く
裾
開
き
を
す
る
。
器
面
の
整
形
と
し
て
、
圷
部
の
稜

か
ら
の
上
半
部

と
脚
裾

部
は
横
な
で
が
お
こ
な
わ
れ
、
明
確
で
あ
る
が
圷
と
脚
の
接
合
部
分
は
風
化
に
よ

っ
て
剥
離
が
は
な
は
だ
し
い
。
焼
成

・
胎
土
は
と
も
に

良
好
で
、
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。

高
杯
形
土
器

(
六
図
20
)
現
高
九

㎝
、
口
縁
部
径
十
四
㎝
。
圷
部
は
丸
味
を
も

っ
た
器
形
で
、
口
縁
部
は
内
湾

を
呈
す
る
。
脚
の
福
部

は
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
器
面
の
整
形
は
、
杯
部
外
面
に
お
い
て
横
な
で
の
痕
が
、

一
方
内
面
で
は
箆
に
よ

る
放
射
状
の
整
形
痕
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
脚
部
で
は
縦
走
の
整
形
が
箆
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
あ
る
。
圷
と
脚
の
接
合
部
は
、
器
肉
が
非

常
に
厚

い
。
胎
土
に
は
多
量
の
小
石
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
、
褐
色
を
呈
す
る
。

圷
形
土
器

(
六
図
21
)
器
高
五

・
七

㎝
、
口
縁
部
径
十
二
㎝
。
胴
部
の
ほ
ぼ
中
央
に

一
本
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
沈
線

の
と
こ
ろ

が
ら
口
縁
部
が
垂
直
に
の
び
て
い
る
。
底
部
は
と
が
り
ぎ
み
の
丸
底
を
呈
す
る
。
器
面
の
整
形
は
、
沈
線
を
基
準

に
上
方
を
横
な
で
の
整

4
.

ハ
0

形
で
、
ま
た
下
方
を
箆
に
よ
っ
て
研
磨
し
て
い
る
。
焼
成

・
胎
土
は
と
も
に
良
好
で
、
色
調
は
褐
色
を
呈
す
。
底
面
に
は
黒
い
斑
点
が
み

ら
れ
る
。

杯
形
土
器

(六
図
22
)
器
高
五

・
二
㎝
、
口
縁
部
径
十
三
㎝
。
器
の
ほ
ぼ
中
央
に
明
瞭
な
稜
を
有
す
る
。
器
面

の
整
形
は
、
そ
の
稜
を

基
準
に
、
上
方
を
損
な
で
の
整
形
痕
が
、
ま
た
下
方
で
は
箆

に
よ

っ
て
き
め
細
か
く
整
形
が
な
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
に
は
多
量
の
小
石
を

含
ん
で
お
り
、
ま
た
焼
成
も
悪
い
。
色
調
は
暗
褐
色
を
呈
す
る
。

椀
形
土
器

(六
図
23
)
器
高
八
㎝
、
口
縁
部
径
十
二

・
八
㎝
。

口
縁
部
は
短
か
く
、
ほ
ぼ
垂
直
で
、
そ
の
内
面

に
は
稜
を
有
す
る
。
器

面

の
整
形
は
、
口
縁
部

の
内
外
面
に
お
い
て
損
な
で
の
痕
が
明
瞭
で
あ
る
。
胴
部
か
ら
底
部

に
か
け
て
は
、
縦
走

の
箆
整
形
が
な
さ
れ
て

い
る
。
焼
成

・
胎
土
は
と
も
に
良
好
で
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
な
お
口
縁

の

一
部

に
は
黒
い
斑
点
が
み
ら
れ

る
。

以
上
、
各
群
よ
り
出
土
し
た
完
形
お
よ
び
復
原
可
能

の
土
器
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
概
略
的

に
述
べ
た
が
、

こ
れ
ら
の
土
器
以
外

に

も
、
若
干
の
破
片
が
各

々
の
群
よ
り
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。



'

五
、

総

括

出
流
原
遺
跡
出
土
の
土
師
式
土
器
は
、
既
述
の
二
十
三
点
が
そ
の
主
な
も
の
と
な

っ
て
お
ヶ
、
お
の
お
の

一
括

土
器
を
土
器
群
と
し
て

解
釈
で
き
る
。

〔
編
年
的
位
置
づ
け
∪
そ
れ
で
は
ま
ず
各
土
器
群

の
編
年
的
位
置
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

関
東
地
方
に
お
け
る
土
師
式
土
器
は
、
五
韻
期
、
和
泉
期
、
鬼
高
翔
、
真
間
期
、
国
分
期
の
五
期
(註
5
)に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
遺
跡
出
土
の
土
師
式
土
器
を
み
る
と
、
こ
の
五
期
区
分
の
う
ち
、
和
泉
期
と
鬼
高
翔
に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

和
泉
式
土
器
は
、
東
京
都
北
多
摩
郡
狛
江
町
和
泉
を
標
式
遺
跡
と
す
る
も

の
で
小
型
壺
形
土
器
、

増
形
土
器
、

甕
形
土
器
、

甑
形
土

器
、
鉾
形
土
器
、

高
圷
形
土
器
、

塊
形
土
器
等
の
種
類
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
器
種
は
そ
れ
ぞ
れ
和
泉
式
土
器
と
し
て
の
特
徴
を
有
す
る

が
、
な
か
で
も
と
く
に
高
評
形
土
器

の
そ
れ
が
著
し
い
。
そ
の
特
徴
と
は
圷
部
と
脚
部
と
が
別
に
つ
く
ら
れ
、
圷
部
と
脚
部
の
接
合
部
分

に
稜
を
な
し
、
脚
裾
部
に
い
た

っ
て
大
き
く
広
が
る
。
ま
た
圷
部
の
つ
け
ね
に
は
、
は
め
込
み
式
の
膀
が
は

つ
ぎ

り
と
み
ら
れ
る
も
の
も

ら

あ
る
。
こ
の
特
徴
が
和
泉
式
土
器
の
き
め
手
と
し
て
、
全
国
的
に
そ
の
分
布
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

6

本
遺
跡
か
ら
は
そ
の
特
徴
を
有
す
る
高
評
形
土
器
が
各
群
を
合
せ
て
八
個
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
八
個
の
土
器
は
和
泉
式
の
特
徴
を

も

っ
て
い
な
が
ら
、
脚
部
に
お
い
て
二
通
り
の
相
違
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
そ
の
中
央
が
膨
み
を
も
つ
も
の
で
脚
部
に
至

っ
て
大
き
く
開
く

(
第
五
図
3

・
4

・
5

・
6

・
7

・
第
六
図
15
)。

一
つ
は
そ
れ
に
膨
み
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ず

に
、

脚
部
に
お
い
て
大

き
く
曲
折
す
る
も
の

(
第
五
図
5

・
8

・
12
)

と
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
相
違
点
は
高
杯
形
土
器

の
局
部
的
な
特
徴

と
し
て

解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
高
杯
形
土
器
以
外

に
も
甕
形
土
器
、
壺
形
土
器
、
塊
形
土
器
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
お
の
お
の
和
泉
式
土
器
と
し
て
の
特

徴
、
す
な
わ
ち
甕
形
土
器
に
あ

っ
て
は
、
器
面
の
整
形
手
法
が
す
べ
て
箆
あ
る
い
は
刷
毛
に
よ
る
も
の
で
、
刷
毛

目
の
存
す
る
土
器
で
は

さ
き
に
刷
毛
で
整
形
し
、
後
に
箆
で
器
面
を
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
内
面
は
箆
に
よ

っ
て
荒
く
削
り
と
ら
れ
て
あ

り
、
そ
の
方
向
は

一
様

で
な
い
。
器
形
は
、
胴
部
の
中
央
あ
る
い
は
中
央
よ
り
や
や
下
方
に
最
大
径
を
も

つ
二
通
り
の
特
徴
が
あ
る
が

い
ず
れ
も
大
き
な
変
化
は

な
い
。
壷
形
土
器
に
あ

っ
て
は
二
個
と
も
小
型
で
あ
る
。
そ
し
て
器
面
は
箆
に
よ

っ
て
研
磨
さ
淑
光
沢
さ
え
お
び

て
い
る
。
こ
九
ら
の
器



形
は
和
泉
式
土
器
の
な
か
に
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
塊
形
土
器
は
そ
の
器
面
を
箆

で
荒
く
削
り
と
っ
て
あ
る
が
そ
の
器
形
は
和
泉
期
に
非

常
に
多
く
み
ら
れ
、

と
く
に
ロ
縁
部
が
く

字
状

に
曲
折
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
有
し
て
い
る
の

で
、
A
群
、
B
群
、
C
群
、
D
群
、
E
群
、
F
群
の
土
器
を
す
べ
て
和
泉
式
と
認
め
て
よ
い
。

つ
ぎ
に
鬼
高
式
土
器
と
し
て
は
、
予
備
調
査

で
発
見
し
た
い
わ
ゆ
る
G
群
の
土
器
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

鬼
高
式
土
器
は
、
千
葉
県
市
川
市
鬼
高
(註
7
)
を
標
式
遺
跡
と
し
、
壺
形
土
器
、
甕
形
土
器
、
甑
形
土
器
、
鉢
形
土
器
、
塊
形
土
器
、
盤

形
土
器
、
杯
形
土
器
、
高
圷
形
土
器
等
、
多
種
の
器
形
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
器
形
は
隔
大
半
和
泉

式
土
器
か
ら
の
踏
襲
で
あ

っ
て
、
僅

か
に
変
化
を
み
せ
る
。
し
か
し
鬼
高
式
土
器
に
は
独
自
の
器
形
を
も
つ
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
圷
形
土
器
と
怨
形
土
器

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
圷
形
土
器
を
問
題
に
し
て
文
章
を
進
め
た
い
。

杯
形
土
器
は
、
二
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
底
部
か
ら
な
め
ら
か
に
内
湾
し
た
ま
ま
口
縁
部

に
達
す
る
も
の
で
、
底
部

は
厚
く
、

口
縁
部
に
い
く
に
し
た
が

っ
て
器
肉
が
薄
く
な
る
。
ま
た
同
じ
つ
く
り
で
底
部
が
平
底
に
な

っ
た
も

の
も
あ
る
。

一
つ
は
口
縁

部
が
た
ち
、
口
縁
部
と
底
部
の
さ
か
い
に
段
の
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
須
恵
器
の
圷
形
土
器
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
で
前
者
は
和
泉
期

　

か
ら
の
伝
流
を
ひ
く
語
形
で
後
者
が
鬼
高
翔
独
自
に
発
生
す
る
杯
形
土
器
の
器
形
で
あ
る
。

6

こ
こ
で
、
と
く
に
注
目
し
た
い
こ
と
は
後
者
の
圷
形
土
器
で
あ
る
。
こ
の
器
形
は
須
恵
器
の
圷
形
土
器
を
そ

の
ま
ま
摸
倣
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
古

い
須
恵
器
の
杯
形
土
器
を
摸
倣
し
て
い
る
場
合
に
は
、
や
は
り
土
師
式
土
器
の
杯
形
土
器

に
も
、
鬼
高
翔
と
し
て

古
い
要
素
を
も
つ
土
器
を
伴

っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
こ
の
種
の
圷
形
土
器
は
、
関
東
地
方
に
お
け
る
須
恵
器

の
編
年
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
思
う
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
須
恵
器
の
器
形
を

土
師
式
土
器
に
と
り
入
れ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
伊
達
宗
泰

・
森
浩

一
氏
が

『
日
本
の
考
古

学
』
で
述

べ
て
お
ら
れ
る
の
で
そ
れ
を
引
用
し
て
み
る
と

「
須
恵
器
製
作
が
大
陸
文
化
の
接
取

の
結
果
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
当
然
こ
れ
が
開
始
さ
れ
た
当
時
の
日
本
の
日
常
土
器
で
あ
る
土
師
器
の
各
種
を
そ
の
新
技
術
で
製
作
す
る
こ
と
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
1
期
の
須
恵
器
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
在
来

の
土
師
器
の
各
形
態
を
模
倣
し
た
も
の
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
」
と
い
わ
れ
土
師
式
土
器
か
ら
の
須
恵
器
に
対
し
て
の
影
響
力
が
き
わ
め
て
弱
か

っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
反
面

「
須
恵

器
生
産
の
中
心
か
ら
遠
ざ
か
る
土
師
器
と
し
て
、
模
作
さ
れ
る
器
種
が
非
常
に
増
加
し
、
と
く
に
関
東
や
九
州
で
は
、
須
恵
器
の
圷
形
土



器
の
模
作
が
さ
か
ん
で
あ

っ
た
。
九
州
で
は
時
に
は
圷
形
土
器
の
蓋
も
身
も
共
に
模
作
す
る
が
、
関
東
で
は
圷
形

土
器
の
身
も
硬
化
さ
せ

て
多
作
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。(註
8
)

事
実
、
両
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
関
東
地
方
で
は
、
と
く
に
鬼
高
翔
で
は
須
恵
器
の
杯
形
土
器
を
模
作
し
た
土
師
式
土
器
の
圷
形
土
器
が

す
こ
ぶ
る
多

い
。

そ
し
て
そ
の
圷
形
土
器
が
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
へ
と
須
恵
器
の
圷
形
土
器
の
変
化
と
同
じ
く
、

変
遷
し
て
い

る
ゆ
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
の
本
遺
跡
出
土
の
圷
形
土
器

(
第
六
図
二
十

一
)
は
、
そ
の
器
形
か
ら
み
て
、
須
恵
器
で
も

っ
と
も
古

い
形
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
種
の
土
器
で
は
、
鬼
高
翔
に
お
け
る
も

っ
と
も
古

い
杯
形
土
器
の
器
形
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
圷
形
土
器
と
伴
出
し
た
各
土
器
は
ど
う
で
あ
ろ
.う
か
。
土
器
は
こ
れ
以
外
に
口
縁
部
が
外
反
す
る
圷
形
土
器
と
、
高

評
形
土
器
二
個
、
境
形
土
器
で
あ
る
が
い
ず
れ
も
鬼
高
翔
で
古
い
要
素
を
有
し
て
い
る
。
と
く
に
腕
形
土
器
な
ど

は
和
泉
期
の
塊
形
土
器

か
ら
そ
の
器
形
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
僅
か
口
縁
部
の
外
面
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
本
遺
跡
の
土
師
式
土
器
は
い
ま
ま
で
述
べ
た
事
柄
を
考
え
合
せ
て
和
泉
期
か
ら
鬼
高
期

ヘ
ス
ム
ー
ズ
に
継
続
し
た
と
い
う

　

こ
と
を
物
語
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
ろ
う
。

6

最
近
、
和
泉
期
と
鬼
高
翔
の
間
隙
を
埋
め
よ
う
と
い
う
新
型
式
が
(註
9
)提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
斉

一
性
を
も

つ
、
土
師
式
土

器
の
性
格
か
ら
考
え
て
妥
当
な
型
式

と
し
て
み
と
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。

〔
遺
構
の
性
格
〕
本
遺
跡
の
古
墳
時
代
に
お
け
る
遺
構
は
地
質
的
に
明
確
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
各
群
の
土
器

の
出
土
状
態
な
ら
び
に

各
土
器
が
も

つ
器
形

の
内
容
か
ら
、
あ
る
程
度

の
推
定
が
で
き
る
。

ま
ず
本
遺
跡
出
土
の
土
師
式
土
器
を
総
括
し
、
そ
の
器
形
を
み
て
み
る
と
、
壺
形
土
器
、
姿
形
土
器
、
高
塚
形
土
器
、
圷
形
土
器
、
塊

形
土
器
等
の
器
種
が
あ
り
、
そ
る
ら
は
す
ぺ
て
日
常
の
用
器
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、

と
く
に
煮
沸

の
用
器
と
し
て
の
姿
形

土
器
の
大
半
に
あ

っ
て
は
、
器
面
に
煤
を
付
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
本
遺
跡
は
こ
の
よ
う
な
日
常
の
生
活
用
器
が
出
土
し
て
い
惹
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
遺
構
を
明
確

に
し
う
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
地
質
的
に
不
明
瞭
な
点
が
多
か
っ
た
と
い
う
大
き
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
各
群
の
土
器
が

出
土
す
る

基
盤
を
観
察
す
る
と
、

僅
か
な
が
ら
そ
れ
が

ロ
ー
ム
に
く
り
込
ん
で
い
た
ど
い
う
事
実
も
あ
る
の



で

、

そ

こ
に
何

等

か

の
遺

構

が

あ

っ
た

の

で

は

な

い
か

と

い
う
解

釈

も

で

き

る
。

は

た

し

て

そ

れ

が
ど

の

よ

う

な
プ

ラ

ン
を
も

つ
遺

構

で

あ

る

か

は
決

定

し

が

た

い
が

そ

の
面

は
踏

み
堅

め

ら

れ

て

は

お

ら
ず

、

ま

た

そ

の
規

模

か

ら
住

居

趾

で

は

な

い

と
断

言

で

き

る
。

あ

え

て

そ

の
プ

ラ

ン
を
推

定

す

る

と
、

土
器

の
出

土
状

態

等

か
ら

、

直

径

約

一
m
前

後

の
ほ

ぼ
円

形

の
も

の

と
思

わ
れ

る
。

も

し

こ
れ

が

円

形

の
プ

ラ

ン
を
も

つ
も

の

で
あ

れ

ば

、

各

土

器

群

の
位

置

関

係

か

ら

み

て
、

ピ

ッ
ト
状

の
遺

構

と
し

て

み

な
す

こ

と
が

で
き

よ

う
。

し

か

し
そ

れ

ら

、

ピ

ッ
ト

状

の
も

の

は
、

は

た

し

て

日
常

生

活

に
直

接

結

び

つ
く

遺

構

な

の
か
、

あ

る

い
は

一
時

的

に

そ

の
場

を
利

用

し

た
結

果

の
遺

構

な

の

か
疑

問

で

あ

る
。

い
ず

れ

に

し

て
も

こ

の
遺

構

は
特

殊

な
も

の

と

し

て
把

握

さ

れ

る

べ
き

も

の

で
あ

ろ
う

。

と
も

あ

れ

、

出

抗

原

遺

跡

の
発

掘

調

査

に

よ

っ
て
、

少

く

な

く

と
も

こ

こ

に
掲

げ

た
土

師

式

土
器

が
世

に
出

た

と

い
う

こ
と

は
、

今

後

の
土

師

式

土

器

の
研

究

に
対

し
て

、

い
く

ら

か

の
寄

与

が

で
き

る
も

の

と
思

う

。

(
土
器

実

測

は
井

上

裕

弘

・
渡

辺

恭

子

・
ト

レ
ー

ス
和

田

雅
代

の
三

君

に
よ

る

)
。

註

'

1

こ

の
壺
形

土
器

は
佐

野
市

公
民

館

に
保
管

さ
れ

て
い
る
。

8

・

蘇

難

線

請

・千
葉
県
天
神
前
遺
跡
に
お
け
・
晩
羅

文
式
土
器
」
駿
台
墨

竿

五
号

(昭
和
三
+
九
年
)

6

・

麟

霧

・栃
木
県
出
抗
原
に
お
け
・
弥
生
時
代
・
基
盤
群
・
呈

考
享

協
会
第
三
+
面

総
会
研
究
発
蚕

旨

(昭
和
四
+
年
)

・

彬
雛

動

「栃
木
県
出
抗
原
に
お
け
・
弥
簿

代
の
蓋

群
」
呆

書

学
協
会
昭
和
四
+
年
度
大
会
研
究
発
表
要
旨

(昭
和
四
±

年
)

・

蹉

響

王
師
器
」
・
毒

古
学
建

三

昭
和
三
+
年
)

・

㈱
雛

樺

武
蔵
和
泉
遺
跡
調
毒

報
」
書

学
+
一
圭

(昭
和
+
五
年
)

・

鑛

藩

・下
総
鬼
高
遺
跡
調
査
難

・
人
類
・羅

誌
五
+
〒

±

(昭
和
+
三
年
)

・

璽

壕

「土
器
」
呈

の
考
古
学
、
嘉

時
代
下

(昭
和
四
±

年
)

9

萩
原
弘
道

「
土
師
式
文
化
前
期

に
対
す

る

一
考
察
」
西
郊
文
化

人

(
昭
和
二
十
九
年
)
萩
原
氏
は

こ
の
な

か
で
矢
倉
台
式
土
器
を
和
泉
期

と
鬼
高

翔

の
間
隙
を
埋

め
る
型
式

と
し
て
提
唱
し

て
い
る
。


